
令和７年８月１９日(火）

≪蓮田市 健康福祉部 ≫

令和7年度第1回
埼玉県利根地域医療構想調整会議

蓮田市はすぴぃ



地域包括ケアシステムを構築するための具体的な取り組み

○地域包括ケア実現のため、介護保険制度の地域支援事業を活用し、以下の取組を充実・強化。
○これらを市町村が中心となって総合的に取り組むことで、地域で高齢者を支える社会が実現。

医療・介護連携

認知症施策

地域ケア会議

・施策の推進

・制度化による強化

関係者に対する研修等を通じて、医療と介護の濃密な
ネットワークが構築され、効率的、効果的できめ細かな
サービスの提供を実現

初期集中支援チームの関与による認知症の早期診断、
早期対応や地域支援推進員による相談対応等により
認知症でも生活できる地域を実現

多職種連携、地域のニーズや社会資源を的確に把握
可能になり、地域課題への取組が推進され、高齢者が
地域で生活しやすい環境を実現

介護予防 ・効果的な取組の推進

多様な参加の場づくりとリハビリ専門職等を活かすこと
により、高齢者が生きがい・役割をもって生活できるよ
うな地域を実現

生活支援 ・基盤整備等
コーディネーターの配置等を通じて地域で高齢者のニー
ズとボランティア等のマッチングを行うことにより、生活
支援の充実を実現

・連携強化
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医療・介護連携

関係者に対する研修等を通じて、医療と介
護の濃密なネットワークが構築され、効率的、
効果的できめ細かなサービスの提供を実現

・連携強化

３

事業名 取り組み内容

蓮田市単独事業
・地域の医療介護資源の把握
・在宅医療・介護連携の課題と具体策の検討
・地域住民への普及啓発

・在宅医療・介護連携ガイドの作成
・地域包括ケア推進代表者会議の開催
・急変時等課題対応にかかる情報交換会の開催
・在宅医療介護・ACPの普及啓発
各種講座の実施、ｴﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾉｰﾄの活用支援

3市1町在宅医療・介護連携推進事業
・在宅医療サポートセンターの設置
・委託事業による医療介護連携推進事業

・在宅医療・介護連携に関する相談支援
・南埼玉郡市入退院支援ルール、
通院・入院時あんしんセットの周知

・ＭＣＳの普及啓発支援 など

2市1町共同実施事業
・共同で行うことで効果的となる事業の実施

・在宅医療介護関係者研修会



認知症施策 ・施策の推進

初期集中支援チームの関与による認知症の
早期診断、早期対応や地域支援推進員によ
る相談対応等により認知症でも生活できる地
域を実現

４

事業名 取り組み内容

認知症サポーター養成事業
・認知症の理解促進と支援者の養成

・認知症サポーター養成講座の実施
市内学校向け、市民向け、市職員向けなど

・認知症サポーターステップアップ講座
（３包括合同にて実施予定）

認知症高齢者見守り事業
・見守りシール等配布事業など

・申請に基づき、見守りシールなどを配布することで、
認知症により所在が不明となった高齢者などを早期に
発見できるようにする

認知症総合支援事業
・認知症地域支援・ケア向上事業
・認知症初期集中支援事業

・認知症地域支援推進員の配置
・認知症の人を介護する家族のつどい
・認知症ケアガイドブックの作成
・認知症初期集中支援チームの設置
・認知症初期集中支援チーム検討委員会の開催
・チームオレンジの活動支援



地域ケア会議 ・制度化による強化

多職種連携、地域のニーズや社会資源を的
確に把握可能になり、地域課題への取組が
推進され、高齢者が地域で生活しやすい環境
を実現
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事業名 取り組み内容

自立支援型地域ケア会議
高齢者等の自立支援に資するケアマネジメント支援

に関すること

介護サービス、介護予防・日常生活支援総合事業を利用す
る人の自立支援に関するケアマネジメントの検討を、多職種
からの助言を得ながら行う。各包括圏域３回 年間９回開催

課題抽出型地域ケア会議
地域課題の把握と社会資源の情報共有に関すること

市内５地区ごとに、高齢者のニーズや課題について情報を
共有し、効果的な支援方法や必要な支援体制の構築に向けて
検討を行う。

高齢者見守り支援ネットワーク会議
地域支援ネットワーク構築に関すること

孤立や認知症、高齢者虐待、消費者被害など複合的な課題
を有する在宅の高齢者等の支援について現状・課題を共有し、
関係機関、地域住民との支援ネットワークの構築を行う。

３つの会議を継続的に開催



生活支援 ・基盤整備等
コーディネーターの配置等を通じて地域で高
齢者のニーズとボランティア等のマッチング
を行うことにより、生活支援の充実を実現
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種別 取り組み内容

第１層協議体の取り組み
（蓮田市全域に向けた取り組み）

・情報誌の作成・更新
・ＩＣＴを活用した生活支援など

・蓮田市配達訪問サービス便利帳の作成・更新
・蓮田市高齢者いきいきマップの作成・更新
・スマホ講座の実施
・移動支援にかかるアンケート

第２層協議体の取り組み
（中学校区ごとの取り組み）

・圏域毎の課題抽出・施策の創生
通いの場や生活支援など

・５地区６つの協議体の開催
活動の方向性などについて検討

ボッチャを通じた集いの場、語り場
スマホサロン、お助け隊などの活動を検討



生活支援
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介護予防
・効果的な取組の
推進

多様な参加の場づくりとリハビリ専門職等を
活かすことにより、高齢者が生きがい・役割
をもって生活できるような地域を実現
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事業名 取り組み内容

介護予防把握事業
生活機能の低下等を要するかたを把握し、支援へつなげる

・介護予防のための基本チェックリストの配布と回収
（特定健診診断時65～74歳、70歳のかた郵送）

介護予防普及啓発事業
介護予防活動の普及・啓発を図る

・運動習慣支援事業（健康体操教室６か所）
・認知症予防事業（予防教室３か所）
・訪問型事業（閉じこもり予防）

地域介護予防活動支援事業
住民主体の介護予防活動の育成・支援を行う

・はすぴぃスマイルフィット養成講座
・はすぴぃ元気体操の活動支援、体験会の開催

地域リハビリテーション活動支援事業
介護予防の取組機能強化のため、通所、訪問、地域ケア会議、

住民主体の通いの場等へのリハビリ専門職等による助言等を実施

・はすぴぃ元気体操開催地区へのリハビリ専門職の派遣
（１ｸﾞﾙｰﾌﾟにつき、年１回以上の現地支援）
・地域ケア会議での専門職による助言

介護予防・生活支援サービス事業
要支援者や事業対象者に対して、介護予防ケアマネジメントに

基づきサービスを提供する

・訪問介護相当サービス・生活支援サービスの提供
・通所介護相当サービス・通所型サービスＡ
短期集中予防サービスＣの提供




